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プラハ初秋
「1989年市命」という�－必が｛史えるとしたら、 それは、 中l到の天安川「I加のH Ulil日J

) J �件を悲劇的な代償として、 東欧の社会主義体制が一斉にIT!1域していった、 1989年か

ら90S手にかけての雌史的な「反. ;t(i命」を窓味すると1=.i＂ってよいだろう。

昨年前半、 中凶の民主化運動や天安門事件に忙殺された直後、 私は久しぶりに束欧

を訪ねた。「』夜間ヨーロyバを比較する」と銘打った中嶋ゼミ第3巨I海外研修旅行で

あ弓たが、 プラハや束ベノレリンが歴史的な大変動を体験する直前に、 これらの都市へ
行ったのである。

プラハに務いたその夜遅く、 ホテルを銭け出して散策したモルダウ河野ーやカレル織
のたたずまいは、 私が世界でもっとも好きな胤政の一つだが、 スケッチするには形が

整いすぎている。 翌Hは小雨段憾だったので、 やむをmず宿合の711"ーラム ・ ホテル

から、 もう秋の気配の漂うプラハrl'i内の風設を描いてみた。
ところで、 いまヨーロッパでは社会主義総力がことごとくゆu裂した。脱共産化で42

年ぶりに梅外亡命からチιコスロパキアに戻り、 ハベノレ新大統制夫裂臨1般のもとに、
スメタナf乍rlhの『わが組国』を指卸してモルダウの流れをひときわ活き活きと感じさ
せる凡‘Jlなオーケストレーショ ンで多大な感動を与えたラファエル ・ クベリークのG

:tEが示したように、 東欧の溺合は、 共産党の一党独政が倒れたら、 丙欧型近代市民社
会にそのままf反対すればよL、。

さて、 アジアの刷合は、 やがて中国や北朝鮮の社会主義体制がl.lilれたとして、 どん

な状態に民るのであろうか。 〈東京外国鰐大学教1ID
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